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1 1月14日（金曜日）

電氣惧楽部講堂（省線布如町郭前）

(1) 學術講演會
自午前 9.30--—至 正 午

（講油題目要旨は下記参照） 自午後 1.00—至 3.00

(2) 特別講演會 自午後 3.30

極意は同じ—―古今東西の統制経摘 藤 原 銀 次 郎氏

(3)懇親晩餐會 自午後 5.30 於 電氣倶楽部食堂

會 致’ 金 3 圃
—

合毀は同封振替）IJ紙各欄御記入の上米る11月8日迄に到沿するやう御彿込み

の事o尚裳日合場受付に振替貯金受領證を御示し願ひます。
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學 術 講 演 要 旨

(1) 鉛蓄電池極板放電容呈の温度墾化に就て

旦生前 9. 3 0 

豊田理化駐研究所 知 久 健 夫氏t20分）

放電電流と放露時間との雌係として汲に提出せる錯器電池極板の放霊容址を示す式は溢度の函敷と考ふべき常
敷を含んでゐる。この貼に闘し考察し，宜際と比較せんがためo·~50℃の範園に於ける宜験を行つた。それに
つき吟味せる結果について述べる。

(2) 工業用水水質の電氣的調制 園氣試験所第六部 駒 形 作 次氏(20分）

工業用水の水質に到しては種々の要求があるが，2室装置又は3室装囲を用ふる為氣的調制法により比較的簡
皐に (1) 水素イオン浪度を所災の一定値に保つこと，（2) イオソを除去し湘化すること及び（3) 雨者を同時に行
ふこと等が出来るのである。毎時敷～敷十石程度の臨理を前記各項に付き行つた店験結果の大変を報告する。

(3) 均ー電羞 ＇性に開する一考察 為氣試験所第六部 比留間 光 一氏(20分）

均ー電附性に闘する宜験結果よりその正負均ー電沼性を表はす式等に就て老察した結果に就·c辿べる。

(4) クロム鍍膜の厚さの測定に就て ／ 横預高等工業挫校霊氣化榮科 中 島 正 巳氏 (15 分）

クロム鍍膜の厚さの測定に闘し，本協會鍍金規格調査委員として調査せる結果に就て報告する。一

休 憩 —
且

(5) 珪素鐵よリ猿生する燐化水素に就て 日本鋼管株式會社 尾 崎 涸氏 (15 分）

珪素級は報氣に會ふと燐化水素を褻生するo而して此の燐化水素ほ人苦に有害であつて珪素鐵の楡送中又は貯
敲中に此のガスの中毒のため死亡する者の敷少しとしないo然るに今日までの所珪素鐵より褒生する燐化水素に
闊しての数字的翌表は餘り行Iまれて居らぬo依つて本研究は製鋼業者として珪素蛾取扱中常に遭遇すべき危院を
豫知防止せんが総め毀料を得んとして敷種の珪素鐵につき行へるのである。



(G) 高融貼化合物に開する研究（第2報）

本研究者等は本研究の系列に於て先づ炭化硼素製造の困難並に生成物の性質概要を登表して四いた。本報では
炭化硼素の倣貼たる脆弱性を論じ且つ牧率枡加の到策に及び進んで炭化硼索の生成反應を吟味してみたo併し乍
ら絃に得られる炭化硼素は純悴たるものではないo従つて他の観貼から純炭化硼索製造の2, 3に就て述べたい
と思ふ。

(7) 合成樹脂の物理的性質（第 5, 6 報）

東家エ架大序建築材料研究所鈴 木 侶 ー氏(lS分）

株式會祉日立製作所日立研究所 河 合 鱗次郎氏(25分）

甕酸を獨媒として製成し充分加熱四空庭理せるフェノ ールフォルムアルデヒト＇ 樹脂及ひ其のディオキサン溶液
につき比誼，屈折車粘度，分子砧，高周波誘固率，損失角及び直流忍‘EE率の測定を行ひ，主としてか入るイj極
性樹脂分子の溶液中に於ける状態及び特徴に1紺して考察を行ふo更に成分及び初期縮合時間等の製成條件を炭に
せる敷種の樹脂毀料につき同様の測定を行ひ本樹）j旨の樹脂状態に於る構成分子及び分子結合状態と諸物理的性質
との闘聯性につき椋討する。

璽 食

(S) 有機化合物電解還元歴研究（第 32 報）
フタール酸の電解還元堅

且1.00

京都 帝國 大尿 °鈴 木 岱氏(20分）誤駐部林産

化

屈研究室 志 方 盆 二氏

フタ ー ル酸に就てポ ー ラログラフ法による電解溢元の成否を瞼し，而して種々の被溢元性酸の還元駆とを比較
椀討し，陰性律よりその闘聯を解糀したその結果を報告する。

(9)·磁性酸化鐵の表面層を有する
錬隣極の製法（第 2 報）

東京帝國大相エ砂J部應用 °亀 山
鉗氣化駆及光化挫研究室 服 部 靡盗塁 (25分）

(1)第1報（昭和16年10月拭所献）では霞解蛾を原料とする場合のみを報告しf'が，今回はNi, Cr, Mn, 
Al, Tiなどの中の一種の元素を含む合金鋼の場合に就て報告する。その操作の條件は電解絨のときと同様に行
つたのであるo （各種合金鋼にそれぞれ特有な好適條件をさがす事はしなかつたo)その結果は霊i暇孜より似れた
ものを装見し得なかつた 0 (2)紺解鐵及び合金鋼の場合に於ける表面府をX線にて椀した結果を報告する 0 (3) 

此種雷極が若干蝕侵せられる機溝に就て伐験研究した結果を報告する。

休 憩

ー 自生後 I. 5 0 

(10) 饗土頁岩の石灰法に依る
アルミナの溶出に就て

東京帝國大尿エ挫部 °永 井 彩 一 郎氏(25分）應J1]化 尿 科 津 山 滋氏

北支，滴洲産徘土頁岩に曹逹灰と石灰石とを配合し，1200℃附近の燒成物よりアルミナを溶出する所謂凹逹
石灰法に就ては既に多数の研究報告済であるo此の曹逹灰の配合剌合には多址配合のものと，少拭配合のものと
がある。Jl:tの少址配合の普逹灰を極端に減少して遂には完全に四逹灰の配合を止め其の代りに特別媒t熔剤の少泣
を加へ，石灰石のみを以•Cする別箇の石灰法に依る継土頁岩アルミナの熔出に1紺する研究宜験結果を報告する。

(11) アルミニウム電解精製に使用される
ガドウ浴の構造並に分解 東京工業試験所 西 HI. JJIt 三氏(20分）

電解精製に於て三肝式を採用する時煎要なもの，一つは浴の比霞を上府の純アルミニウムと下府のアルミニウ
ム合金との中間の債を保たしめることである。この目的のためにはバリウム盤の使川は不可避であるo従つて：：：：：
肝式の梢製浴としては複雑な混合態浴となつて来るoガドウ浴とは態化パリウム60%弗化咄逹17%弗化アル
ミニウム23%の混合態である。しかしこれと全く同じ原子％を有する様な混合甕浴は，甕化バリウム，氷品石
と弗化アルミニウムの混合，堕化ベリウム，塑化ナトリウム，弗化メリウム，弗化アルミニウムの混合等に依つ
て構成せしめることが出来る。化し此等の湿合堕浴は電氣化挫的に全く等しい様な性質を示さない即ち混合斑浴
に於て出翌する態の相蓮によりて枯造上相違のあることが考へられる。又この構造が時間的に如何に変化するか
等について主として表面張力の測定より推察した。それ等の結果について報告する。

（l?）硫酸法に依る純アルミナ製造に関する研究

（アルミナ鏃と硫酸との反應，純夏明蓉生成の要件）
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アルミナ鍍分解に際し浪硫酸を用ふればダイヤスボアー含有鏃にても容品に分解し得らる口事，及ひ純アルミ
撓饂に際しては第2鐵イオン存在下に於ても純明緞を高牧率にて得らるとことを明示せんとす。
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